
おたる西別院だより
季刊 第102号

経文の拓本

10月13日（土）から17日（水）まで、月忌参詣をお休みさせて
いただきますので、どうぞお寺にお参りください

  ………
  ………

  ………

10 月 13日 （土）～16日（火）
10 月 19日 （金）・ 20日（土）
11 月 2日 （金）・ 3日（土）

●小 樽 別 院
●法 友 会（ 新 光 説 教 所 ）
●樹心会唯信講（奥沢説教所）

小樽別院・各説教所の報恩講の日程

2012年（平成24年）（1）
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報
恩
講
講
師
法
話
北
海
道
教
区 

上
川
南
組 

正
光
寺

　
　
　
　
　
　
　本
願
寺
派
勧
学 

北き
た

塔づ
か 

光こ
う

昇し
ょ
う 

師

わ
が
宗
門
で
は
、
昨
年
の
四
月
よ
り
本
年
の
ご
正

忌
報
恩
講
に
い
た
る
ま
で
、
ご
開
山
聖
人
の
七
百
五
十

回
大
遠
忌
法
要
が
ご
修
行
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
大
遠

忌
に
あ
た
り『
拝
読
　
浄
土
真
宗
の
み
教
え
』が
刊
行

さ
れ
ま
し
た
が
、
そ
の
序
文
に
宗
門
で
の
近
年
の
傾

向
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

『
御
文
章
』『
領
解
文
』の
精
神
を
受
け
継
ぎ
、
現

代
の
こ
と
ば
で
表
現
さ
れ
、
み
教
え
に
出
あ
え

た
よ
ろ
こ
び
を
深
め
て
い
く
こ
と
の
で
き
る
文

章
が
求
め
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

そ
し
て
、
そ
れ
に
応
え
る
た
め
に『
拝
読
　
浄
土
真

宗
の
み
教
え
』の
要
で
あ
る「
浄
土
真
宗
の
救
い
の
よ

ろ
こ
び
」が
作
成
さ
れ
た
と
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
ま
す
。

「
浄
土
真
宗
の
救
い
の
よ
ろ
こ
び
」は
、『
領
解
文
』

の
よ
き
伝
統
と
そ
の
精
神
を
受
け
継
い
で
、
浄

土
真
宗
の
救
い
、
信
心
の
よ
ろ
こ
び
を
自
ら
口

に
述
べ
る
文
章
で
す
。

「
浄
土
真
宗
の
救
い
の
よ
ろ
こ
び
」
は
、
五
つ
の
条

文
か
ら
な
る
現
代
文
で
す
。
そ
の
第
一
に
は
、

阿
弥
陀
如
来
の
本
願
は

か
な
ら
ず
救
う
ま
か
せ
よ
と

南
無
阿
弥
陀
仏
の
み
名
と
な
り

た
え
ず
私
に
よ
び
か
け
ま
す

と
示
さ
れ
ま
す
。

私
た
ち
人
間
は
、
遠
い
過
去
か
ら
変
わ
る
こ
と
な

く
苦
し
み
や
不
安
を
抱
え
な
が
ら
生
き
て
い
ま
す
が
、

ど
の
よ
う
に
幸
せ
に
見
え
よ
う
と
も
人
間
で
あ
る
か

ぎ
り
逃
れ
る
こ
と
の
で
き
ぬ
苦
し
み
が
あ
り
ま
す
。

阿
弥
陀
如
来
の
お
心
は
、
こ
の
苦
し
み
か
ら
人
々
を
救
っ

て
や
ろ
う
と
の
大
い
な
る
願
い
と
な
り
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
こ
の
願
い
は
完
成
さ
れ
、「
か
な
ら
ず
救

う
ま
か
せ
よ
」と
の
他
力
回
向
の
名
号
と
な
っ
て
私
た

ち
に
届
い
て
く
だ
さ
っ
た
の
で
あ
り
ま
す
。
第
一
条

に
は
、
こ
の
こ
と
が
簡
潔
に
表
現
さ
れ
て
い
ま
す
。

毎
日
の
勤
行
の
際
に
は
、
ぜ
ひ
と
も「
浄
土
真
宗
の

救
い
の
よ
ろ
こ
び
」を
拝
読
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
も

の
で
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
文
字
は
、
紀
元
四
〇
〇
年
〜

六
五
〇
年
頃
に
中
国
の
三
蔵
法
師
が
、

仏
教
聖
地（
五
台
山
）の
山
深
い
岩
壁
に

彫
り
遺
し
た
経
文
の
中
の
一
字
で
す
。

　
そ
の
後
、永
い
歳
月
を
経
て
二
十
世

紀
中
頃（
日
中
戦
争
の
後
）に
、中
国
探

検
隊
に
よ
っ
て
発
見
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
拓
本
は
、現
地
の
岩
壁
肌
か
ら
直

接
に
写
し
と
っ
た
ま
ま
の
実
物
で
す
。

※
小
樽
別
院
に
は
、こ
の「
経
」の
文
字

を
主
題
と
し
て
表
現
し
た
油
彩
画

（
五
十
号
Ｆ
、一
九
七
八
年
高
橋
好
子

制
作
が
あ
り
、今
回
ご
寄
贈
い
た
だ

い
た
拓
本
と
併
せ
て
、浄
縁
塔
の
階

段
に
展
示
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り

ま
す
。）

寄
贈
者本

願
寺
小
樽
別
院
門
徒
　
高
橋
好
子 

「
表
紙
に
よ
せ
て
」

浄
土
真
宗
の
救
い
の
よ
ろ
こ
び

北海道教区 上川南組 正光寺
本願寺派勧学 
北塔 光昇
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期 日 時 間 法 要・行 事 布 教（御法話）

10 月 13 日㈯
午後 1時 30 分 ○逮夜法要

　御伝鈔上巻拝読 布教 40 分

10 月 14 日㈰

午前 6時 30 分
午前 10 時
午後 1時 30 分

午後 6時

○晨朝勤行
○日中法要
○逮夜法要
　御伝鈔下巻拝読
○初夜勤行
　祖徳讃仰

布教 30 分
布教 40 分

布教 40 分

崇敬法中 30 分
布教 30 分

10 月 15 日㈪

午前 6時 30 分
午前 10 時

正午
午後 1時 30 分

午後 6時

○晨朝勤行
○日中法要
　物故者追悼法要
お斎（お食事）
○大逮夜
　御俗姓拝読
○初夜勤行
　祖徳讃仰

　後夜勤行

布教 30 分

布教 40 分

布教 40 分

崇敬法中 30 分
布教 30 分

10 月 16 日㈫
午前 6時 30 分
午前 10 時

○晨朝勤行
○満日中

布教 30 分

平成24年度報恩講法要日程表

報恩講布教
 本願寺派勧学　北塔 光昇　師

祖徳讃仰   14 日　鹿谷 賢純　師（後志組明善寺住職）
15 日　稻垣 順　師（留萠組法昌寺住職） 
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① 

釈
尊

② 

親
鸞
聖
人

③ 

日
蓮
上
人

④ 

法
然
聖
人

報
恩
講
は
ど
な
た
の
ご
命
日
を
ご
縁
と
し
て

勤
め
ら
れ
る
ご
法
要
で
し
ょ
う
か
？

そ
の
①

① 

毎
年
、
一
月
十
六
日
か
ら
始
ま
る
一
月
二
十
二
日
ま
で
の
一
週
間

② 

毎
年
、
一
月
十
六
日
を
挟
む
前
後
三
日
間
（
一
月
十
三
日
〜
一
月
十
九
日
）

③ 

毎
年
、
一
月
九
日
か
ら
始
ま
り
、
一
月
十
六
日
で
終
わ
る
一
週
間

　

④ 

毎
年
、
一
月
の
第
三
週
め
日
曜
日
か
ら
土
曜
日
ま
で
一
週
間

そ
の
②

親
鸞
聖
人
の
ご
命
日
は
新
暦
の
一
月
十
六
日
と

言
わ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
本
願
寺
で
は
ご
命
日
を
偲
ん
で

一
週
間
報
恩
講
を
勤
め
て
お
り
ま
す
。

で
は
、
そ
の
日
程
は
？

① 

鴨
川
の
ほ
と
り
か
ら
散
骨
し
て
、
魚
の
え
さ
に
し
て
ほ
し
い

② 

自
分
の
修
行
し
た
比
叡
山
に
散
骨
し
て
ほ
し
い

③ 

お
釈
迦
さ
ま
の
遺
骨
の
近
く
（
イ
ン
ド
）
ま
で
運
ん
で
ほ
し
い

④ 

妻
に
手
渡
し
て
ほ
し
い

親
鸞
聖
人
は
生
前
、
自
分
の
遺
骨
を
ど
う
し
て

欲
し
い
と
仰
っ
て
い
た
で
し
ょ
う
か
？

そ
の
③

報ほ
う

恩お
ん

講こ
う

に

ま
つ
わ
る
ク
イ
ズ

① 

お
取
り
こ
し

② 

お
取
り
込
み

③ 

お
ば
ん
ざ
い

④ 

お
か
み
そ
り

報
恩
講
は
真
宗
の
寺
院
お
よ
び
門
徒
と
し
て
一
番
大
切
な
法
要
で
ご
ざ
い

ま
す
。
そ
の
た
め
各
地
方
で
色
々
な
愛
称
で
呼
び
親
し
ま
れ
て
お
り
ま
す
。

そ
れ
で
は
、
次
の
呼
称
の
う
ち
報
恩
講
を
指
す
も
の
は
ど
れ
で
し
ょ
う
か
？

そ
の
④

① 
約
五
升

　

② 
約
十
升

③ 

約
二
十
升

④ 

約
三
十
升

小
樽
別
院
の
報
恩
講
で
内
陣
に
お
供
え
す
る

餅
は
だ
い
た
い
ど
れ
く
ら
い
の
量
？

そ
の
⑤

※
ク
イ
ズ
の
解
答
は
7
頁
に
記
載
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お寺の行事カレンダー

10月
日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5 6

7 8 9 10 11 12 13

14 15 16 17 18 19 20

初夜法要
午後6時～

御満座法要
午後1時30分～

21 22 23 24 25 26 27

28 29 30 31

11月
日 月 火 水 木 金 土

1 2 3

初夜法要
午後6時～

御満座法要
午後1時30分～

4 5 6 7 8 9 10

11 12 13 14 15 16 17

18 19 20 21 22 23 24

25 26 27 28 29 30

前期常例布教 午後2時より（7日より11日まで）

後期常例布教 午後2時より（13日より16日まで）

法友会報恩講
（於 新光説教所）

樹心会唯信講報恩講
（於 奥沢説教所）

※報恩講期間中は月忌参詣をお休みさせていただいて
 おります。どうぞお寺にお参りください

小樽別院報恩講

小樽別院
報恩講

※その他　各教化団体・講社の集まりもございます。
お問い合わせは小樽別院 ☎ 0134-22-0744 まで
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「おたる西別院だより」に掲載してくださる商店や業者等を募集しております。
詳しくは 0134-22-0744 別院だより担当者:森までご連絡ください。広告募集

お
た
る
別
院
の
盆
お
ど
り

 
 

8
月
4
日（
土
）と
5
日（
日
）

今
年
で
最
後
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

両
日
に
亘
り
雨
模
様
の
中
、

ご
準
備
く
だ
さ
っ
た
方
々
、

ご
参
加
の
み
な
さ
ま

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

和 洋 菓 子

牧 田 敏 雄
店 舗 小樽市朝里2丁目13番15号

電話　店舗（54）-6127

里 李 庵
り り あん

西森電機商会有限
会社

お客様に愛される信頼とサービスの店

家電製品販売、修理、フランスベッド
住宅設備機器販売、住宅リフォーム

冷暖房設備・ロードヒーティング・融雪設備

小樽市天神1丁目10番3号
TEL（0134）24-0503
FAX（0134）32-2217



編
集
後
記

今回の号より編集に携わることになりました田子と申し
ます。宜しくお願いいたします。盆踊りから始まり、盂蘭盆
会まであっという間にひと夏が過ぎ去っていきました。
種々皆様のご協力により無事行うことが出来ました。あり
がとうございました。
今回の号でも取り上げております報恩講に向けて別院職員
一同、準備に励んでおります。なかなかお寺に足を運ぶ機会
のない方も、報恩講は真宗寺院での一番大切な法要ですので、
是非お参りください。お待ちしております。

小樽市若松1丁目4番17号 50134−29−4080

10134−22−0744

本願寺小樽別院
連　絡　先

3分間の心のともしび

編集委員
門徒委員
福川ヨシ子
平田　晴己
宮本　和枝
竹澤　知恭

別院担当者
森　　敬信
門上　誓淳
田子　常海

●テレホン法話担当表

10/　1㈪～10/１５㈪ 田子 11/16㈮～11/30㈮ 磯村

10/１６㈫～10/３１㈬ 西川（副） 12/　１㈯～12/15㈯ 村田

11/　１㈭～11/１５㈭ 岡﨑 12/16㈰～12/31㈪ 森

別
院
門
徒
物
故
者

（
平
成
二
十
四
年
七
月
末
日
現
在
）

音
　
上
　
和
　
義

児
　
玉
　
吉
　
雄

淺
　
田
　
英
　
明

田
　
端
　
榮
　
子

青
　
山
　
ヒ
　
テ

小
　
野
　
節
　
子

能
　
町
　
　
　
瑛

菊
　
地
　
瑛
　
一

岡
　
部
　
照
　
子

栗
　
林
　
は
　
な

津
　
田
　
勝
　
信

大
　
坪
　
シ
　
ズ

藤
　
兼
　
幸
　
子

小
　
川
　
性
　
一

藤
　
本
　
富
　
男

奥
　
谷
　
保
　
子

砂
長
谷
　
麗
　
子

（
敬
称
略
）
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※報恩講で拝読される『御伝鈔』を写真
と原文、現代語訳を載せて解説した一
冊。親鸞聖人の御伝記を読み解くのに
は最適な本であり、報恩講の前に読ん
でおけば拝聴の際、より深く味わえる
はずです。真宗門徒必携の書。

※大谷光真ご門主が、浄土真宗の救いに
ついて語られた法話をまとめられたもの
です。多くの方に阿弥陀如来のみ教えに
出会ってもらおうと、これまでに出版さ
れた法話集の中より18 編を選ばれ文言
を改められた書籍。是非お読みください。

聖典セミナー『親鸞聖人絵伝』
平
ひら

松
まつ

　令
れい

三
ぞう

　　本願寺出版社
定価：¥3,200（税別）

『すくいとよろこび』
浄土真宗本願寺派第 24 代門主 大谷　光真
本願寺出版社　定価：¥735（税込）

書籍紹介 小樽別院からのお願いとお知らせ

　
小
樽
別
院
に
登
録
さ
れ
て
い
る
代
表
者
の
方
の
連
絡
先
が
不
明
に
な
っ
て
い
る
ご
家

庭
が
増
え
て
き
て
お
り
ま
す
。

　
左
記
の
場
合
に
は
必
要
書
類
に
ご
記
入
い
た
だ
き
ご
提
出
を
お
願
い
し
て
お
り
ま
す

の
で
必
ず
お
寺
ま
で
お
申
し
出
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

①
代
表
者
ま
た
は
納
骨
堂
管
理
者
の
転
居

②
代
表
者
ま
た
は
納
骨
堂
管
理
者
が
変
更
に
な
る
場
合

※
ご
印
鑑
や
印
鑑
登
録
証
明
・
戸
籍
謄
本
、
ご
本
人
の
署
名
が
必
要
と
な
る
場
合
が
ご

ざ
い
ま
す
の
で
、
事
前
に
お
電
話
に
て
ご
連
絡
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
あ
げ

ま
す
。

　
尚
、
お
盆
・
お
彼
岸
等
別
院
行
事
の
あ
る
場
合
は
、
ご
希
望
の
日
時
で
の
納
骨
や
ご

法
事
等
お
受
け
で
き
な
い
こ
と
が
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
こ
ち
ら
も
事
前
に
別
院
に
日
程

や
時
間
を
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ
は

電
　
話
　
〇
一
三
四
（
二
二
）〇
七
四
四

Ｆ
Ａ
Ｘ
　
〇
一
三
四
（
二
九
）四
〇
八
〇

小
樽
別
院
寺
務
所
ま
で

そ
の
① 

… 

②
（
親
鸞
聖
人
）

そ
の
② 

… 

③
（
一
月
九
日
〜
十
六
日
ま
で
）

そ
の
③ 

… 

①
（
鴨
川
の
ほ
と
り
か
ら
散
骨
）

そ
の
④ 

… 

①
（
お
取
り
こ
し
）

そ
の
⑤ 

… 

③
（
紅
白
各
九
升
づ
つ
合
計
十
八
升
）

4
頁報恩

講
に

ま
つ
わ
る
ク
イ
ズの解

答

小樽別院
四角形



発
行
者

　本

　願

　寺

　小

　樽

　別

　院

　
　発
行
人

　渡わ
た

邉な
べ

　信
あ
き
ら

～まこと（いのち）の保育を行っています～

　当園では、浄土真宗のみ教えに基づき、一人ひとりの園児に寄り添い「いのち
の大切さ」「自然への感謝」「やさしい心」を育てる保育に努めています。
　お絵かきや工作などのクラスでの活動の他に、プール遊びや、週に2・3回ク
ラス合同のホールでのリズム遊びなどを通し、異年齢の交流を深めており、年長
から年少までみんな仲良く遊んでいます。
　是非一度見学にお越しください。（年中見学可能です。事前にお電話でご連絡ください。）

詳しくはお電話でお問い合わせください。

小樽幼稚園小樽幼稚園

●小樽幼稚園に遊びに来ませんか？●
体験入園

先生と一緒に体を動かしたり、
制作をして遊びましょう。園バスの試乗もできます。

その他の日も見学できますので事前にお電話でご連絡ください。

３歳のお誕生日を迎えたお友だちの途中入園を
募集しております。

10月19日（金）14：30～
27日（土）10：00～

公開保育

小樽幼稚園の保育の様子をご自由にご覧下さい。

10月15日（月）/23日（火）
10：00～12：00
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